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研究ノート
「一帯一路」構想の政策動向と課題
郝 　 仁 平
????
　₂₀₁₃年，主席就任後間もない時に，習近平国家主席は中国の周辺外交の軸として，また新しい対
外開放戦略の一環として，「シルクロード経済ベルト」と「₂₁世紀海上シルクロード」からなる「一
帯一路」という構想を打ち出した。両者を合わせた「一帯一路」構想は，中国が世界経済の中心的
地位を占めていた古代シルクロードの再現を意識したものであり，中国の対外開放新戦略のコアと
位置付けられている。そして，「一帯一路」構想を実現するために，国内において₂₀₁₄年にはシル
クロード基金の設立をはじめ，自由貿易区の設置など同構想に掲げられた目標を達成するための新
しい政策やプロジェクトが相次いで発表された。海外においては，中国政府は積極的に外交活動を
展開し，関係国の支持と協力を呼び掛けてきた。そして₂₀₁₇年 ₅ 月の時点で，中国政府はすでに₃₉
の国や国際機関と₄₆の共同建設協力の取り決めに調印した（₁）。₂₀₁₇年 ₅ 月に北京において「一帯一
路」サミットが開催され，₂₉カ国の首脳と₁₃₀カ国と₇₀以上の国際機関が参加した。同構想に対す
る国際社会からの関心の高さが窺われる。
　以上のように，「一帯一路」構想が初めて提唱されてから ₄ 年を経ていよいよ本格的に始動し，
すでに具体的な成果も表れはじめている。しかし「一帯一路」構想はスタートしたばかりで，現状
ではその関連政策はまだ形成プロセスにあり，国際情勢に応じて実現のスピードや内容は常に変化
している。加えて入手可能な資料の制約もあり，これまでの研究ではその政策の全容および進捗状
況が明らかにされたとは言い難い。そこで本稿では，先行研究を踏まえて，中国政府が公表してい
る関連資料に基づいて「一帯一路」構想の全体像を把握したうえ，このほど出版された中国国家情
報センター『一帯一路ビッグデータ報告（₂₀₁₇年）』のマクロデータを用いて，経済的側面を中心に
「一帯一路」構想はどこまで進行しているか，そして直面している問題が奈辺にあるかを検証したい。
? ???????????????????
　「一帯一路」構想は中国とアジア，中東，欧州とを陸路と海路でつなぐ一大経済圏を構築しよう
とする壮大な構想であるが，その政策目標や枠組みは最初から明確なものではなかった。翟・周
［₂₀₁₅］によると，同構想の提起から具体化に至るまで，下記の ₂ 段階を経て徐々に明らかになっ
たという（₂）。
? ???????????
　「一帯一路」構想の正式発表は₂₀₁₄年₁₁月のAPEC会議であったが，実際にはそれより早い段階
からすでに検討，準備されていた。₂₀₁₂年₁₁月に習近平政権発足後，国内の経済状況および国際環
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境の変化などを踏まえて，周辺国との相互協力の可能性や新しい協力モデルについて，研究者およ
び政府関係者の間では活発に検討し論議されてきた。その中に，従来から検討してきた新シルクロー
ド地域経済協力のモデルも含まれると考えられる（₃）。こうした状況の下に習近平主席は₂₀₁₃年 ₉ 月
から₁₀月に訪問先のカザフスタンで「シルクロード経済ベルト構想」を，同年₁₀月にはインドネシ
アで「₂₁世紀海上シルクロード構想」をそれぞれ提唱した。そして₂₀₁₃年₁₀月に習近平主席は中央
周辺外交工作座談会において，初めて「一帯」と「一路」を併用し，「関係諸国・地域と共同で努
力し，インフラの相互アクセスの加速を通じて，シルクロード経済ベルトと海上シルクロードの建
設を推進する」方針を示した。この時点では「一帯一路」という表現こそが使用されてないが，政
府の公式文書の中で，初めて「一帯」と「一路」を統合した ₁ つの発展戦略として公表されたこと
から，中国国内ではこれが「一帯一路」概念の由来とされる（₄）。そして₂₀₁₃年₁₁月₁₅日の中共十八
期三中全会で採択された「改革の全面的深化における若干の重大な問題に関する中共中央の決定」
には，「シルクロード経済ベルトと海上シルクロードの建設を推進し，全方位開放の新局面を形成
していく」との方針が示され，「一帯一路」構想は政府主導の国家発展戦略として正式に表明された。
また，国際社会に対しては，「一帯一路」構想の正式発表は₂₀₁₄年₁₁月のAPEC会議であった。
? ???????????
　これら一連の動きを受け，₂₀₁₅年 ₃ 月，国家発展改革委員会と外交部，商務部が共同で「シルク
ロード経済ベルトと₂₁世紀海上シルクロードの共同建設推進のビジョンと行動」（₅）（以下，「ビジョ
ンと行動」）を公表した。「ビジョンと行動」には，「一帯一路」建設の原則，枠組み，協力の重点
分野，協力のメカニズムなどを示しており，「一帯一路」構想は中央政府主導の構想であることが
明確になった。さらに同年 ₅ 月には同構想における具体的な政策が披露され，正式な構想として具
体策も示された。このようにして「一帯一路」構想は関連するプロジェクトが策定されたことで徐々
に肉付けされるようになっている。その意味で「ビジョンと行動」が発表されたことにより，同構
想は実行の段階に移っている。
　「ビジョンと行動」は中国当局の観点からみた「一帯一路」構想の性格を理解する上で極めて重
要なものなので，ここでその主な内容を簡潔に整理していこう。
（₁ ）「一帯一路」構想の理念として，「平和協力，開放と包容，相互学習，相互利益とウインウイン」
という ₄ つを掲げ，実務的な協力を全方向的に推進し，「政治の信頼，経済の融合，文化の包摂」
を実現する利益・運命・責任共同体の構築を呼びかけている。
（₂ ）構想の枠組みとして，「一帯一路」構想は，アジア，中東，欧州に跨る経済圏を目指すものと
される。そのうち「シルクロード経済ベルト」は，①中国から中央アジア，ロシアを経て，欧州
に至る，②中国から中央アジア，西アジアを経てペルシア湾，地中海に至る，③中国から東南ア
ジア，南アジア，インド洋に至るという ₃ つのルートからなる。また，「₂₁世紀海上シルクロード」
は，①中国の沿海の港から南シナ海を経てインド洋やヨーロッパに至る，②中国の沿海の港から
南シナ海を経て南太平洋に至るという ₂ つのルートから構成される。
（₃ ）協力の重点項目としては，中国と関係国の間で「政策面の意思疎通」，道路をはじめとする「イ
ンフラの連結」，「貿易の円滑化」，「資金の融通」，「民心の意思疎通」の ₅ つの分野での協力を進
めることである。
（₄ ）協力のメカニズムでは，二国間協力，既存の多国間協力メカニズム（上海協力機構［SOC］，
中国－ASEAN，アジア太平洋経済協力［APEC］，アジア・欧州議会［ASEM］，中央アジア地
域経済協力［CAREC］）の活用が挙げられる。
（₅ ）「一帯一路」の目的は，中国から中央アジアへと延びる「陸」と，東南アジアや中東を経由す
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る「海」との双方で，アジアと欧州を結ぶ経済圏をつくることを目指して，①中国の ₃ 兆ドルに
上る外貨準備高の有効活用，②中国が得意とする高速鉄道の建設などを通して，国内の生産過剰
を周辺国のインフラ整備に活用すること，③人民元互換協定を通して中国の通貨・人民元の国際
流通を増やし，最終的に人民元の国際化を目指すこと。④石油・天然ガスの輸入パイプラインと
発電所の建設や，電力関連設備の製造など通じて安定した石油・天然ガスの輸入ルートを確保す
ることである。
（₆ ）「一帯一路」構想の対象国については，「ビジョンと行動」には沿線国という言葉が出てくるが，
具体的な国名リストが添付されていない。これは「一帯一路」構想には地理的な限定は設けられ
ておらず，その代わりに「開放性」がうたわれているためである。そして後日，商務部や外交部
などの資料の中で沿線国が中国を含む₆₅カ国であると間接に示されたが，公式的なものではなく，
資料によっては，一部の国や地域区分が異なっている。
　表 ₁ は中国国家情報センター『一帯一路ビッグデータ報告（₂₀₁₇年）』のデータに基づいて，「一
帯一路」構想に参加すると考えられる ₆ つの地域の₆₄カ国（中国を除く）をリストアップしたもの
である。
　表 ₁ に示されるように，「一帯一路」沿線₆₄カ国のGDP総額は₁₂兆ドル，人口総数は₃₂億人，貿
易（輸出入）総額で，それぞれが世界の₁₆％，₄₃％，₂₁％を占める。これに中国を加えると，世界
? ???????????????????????????????
地　域 国　　家
人口
（万人）
名目GDP
（億ドル）
貿易額
（億ドル）
東アジア
（ ₁ カ国）
モンゴル ₃₀₁ ₁₁₇ ₈₄
東南アジア
（₁₁カ国）
インドネシア，タイ，マレーシア，ベトナム，
シンガポール，フィリピン，ミャンマー，カン
ボジア，ラオス，ブルネイ， 東ティモール
₆₃₈₅₃ ₂₅₈₀ ₂₃₀₆₆
中央アジア
（ ₅ カ国）
カザフスタン，ウズベキスタン，トルクメニス
タン，キルギス，タジキスタン   
₆₉₄₇ ₂₂₅₅ ₁₀₁₃
南アジア
（ ₈ カ国）
インド，パキスタン，バングラデシュ，スリラ
ンカ，アフガニスタン，ネパール，モルディブ，
ブータン  
₁₇₄₄₉₉ ₂₉₁₄₆ ₈₀₃₃
西アジア・
北アフリカ
（₁₉カ国）
アラブ首長国連邦，サウジアラビア，トルコ，
イスラエル，カタール，エジプト，クウェート，
イラン，イラク，オマーン，バーレーン，ヨル
ダン，レバノン，アゼルバイジャン，グルジア，
イエメン，アルメニア，シリア，パレスチナ
₄₃₅₀₅ ₃₆₄₆₈ ₁₈₅₂₆
東欧
（₂₀カ国）  
ロシア連邦，ポーランド，チェコ，ハンガリー，
スロバキア，ルーマニア，ウクライナ，スロベ
ニア，リトアニア，ベラルーシ，ブルガリア，
エストニア，ラトビア，ボスニア・ヘルツェゴ
ビナ，キプロス，アルバニア，セルビア，モル
ドバ，クロアチア，マケドニア
₃₂₁₆₂ ₂₆₃₅₂ ₂₁₁₆₄
₆₄カ国
総計
₃₂₁₂₆₆ ₁₂₀₁₄₀ ₇₂₈₈₆
出典：国家情報センター［₂₀₁₇］のデータにより筆者作成。
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のGDPの₃₁％，人口の₆₂％，貿易の₃₃％を占める巨大経済圏構想であることがわかる。一方， ₁
人当たりGDPは沿線₆₄カ国平均で約₃₇₀₀ドルになり，経済発展に遅れている発展途上国が「一帯
一路」沿線の大半を占めている。
? ?????????????
　「ビジョンと行動」の発表後，中国政府は「一帯一路」構想の実現に向けて新しい政策を相次い
で打ち出した。そして₂₀₁₅年₁₀月に中国共産党第₁₈期第 ₅ 回全体会議において採択された₁₃次 ₅ カ
年計画（₂₀₁₆～₂₀ 年）の中で，「一帯一路」構想は重要な国家戦略の ₁ つとして位置付けるととも
に，国内の地域振興策としても活用する方針と明記，その実現に取り組む方針が盛り込まれた（₆）。
ここでは，その主な取り込みとその進拠状況をみてみよう。
? ?? ???????????
　（₁）シルクロード基金：シルクロード基金は，中国が「一帯一路」建設を支援するために設けた
中国単独で運営する金融機関である。外貨準備からの繰り入れのほか，中国投資有限公司（CIC），
中国輸出入銀行，中国国家開発銀行（CDB）が計₄₀₀億ドル（約 ₄ 兆₅₀₀₀億円）を共同出資し，
₂₀₁₄年₁₂月に北京で設立された。同基金は「開放包容，互恵ウインウイン」理念を掲げ，インフラ
構築，エネルギー資源，生産技術協力，金融協力など「一帯一路」構想に沿った経済・貿易協力を，
二国間・多国間の枠組みで，融資面から支援するものである。
　シルクロード基金は，すでにパキスタンのカロト水力発電所のBTO事業，イタリアのタイヤ大
手ピレリの買収，ロシアのヤマル液化天然ガス（LNG）開発プロジェクトの ₃ つの投資プロジェ
クトへの融資を決定している。そして₂₀₁₇年 ₅ 月の「一帯一路」サミットにおいて，中国政府は，
₂₀₁₇年 ₅ 月の時点でシルクロード基金の融資累計額は₄₀億ドルに達していると発表すると同時に，
シルクロード基金に ₁ 兆₆₄₀₀億円を追加で出資することを表明した。
　（₂）アジアインフラ投資銀行（AIIB）：AIIBは中国主導で設立した国際金融機関で，アジア域内
加盟国のインフラ整備を支援することが目的であるが，これには「一帯一路」沿線国のインフラ構
築も当然含まれることになる。₂₀₁₅年₁₂の正式発足時に資本金は₁₀₀₀億ドルで，加盟国は₅₇カ国で
あった。出資比率が最も高いのは₂₉.₇％の中国，続いてインド（₈.₃％），ロシア（₆.₅％），ドイツ（₄.₄％），
韓国（₃.₈％）である。なお，AIIBの設立当時，日本は「運営力が不透明」などを理由に加盟を見送っ
た。₂₀₁₇年 ₇ 月の時点で新たに₁₃カ国・地域がAIIBに加盟し，合計で₇₀の加盟メンバーになった。
　₂₀₁₆年に入り，AIIBは具体的な融資案件を発表し，実行段階へと移行した。中国政府の発表に
よると，₂₀₁₇年 ₅ 月までにAIIBがアジア地域の「一帯一路」参加国の ₉ つのインフラ建設プロジェ
クトに対して合計₁₇億ドルの資金を提供した。さらに，AIIBは₂₀₁₇年 ₇ 月₁₈日，アメリカの大手
格付け会社スタンダード＆プアーズから最上位の格付け「AAA」（＝見通しは安定的）を取得した（₇）。
今後，AIIBはさらに交通，エネルギー，物流といったインフラ分野への投資プロジェクトを通じて，
「一帯一路」構想の実現に大きく寄与すると予想される。
? ?? ??????????????????????????????????????????
　第₁₃次 ₅ カ年計画には，「一帯一路」構想を推進するための具体策として，「一帯一路」域内に ₆
つの国際経済協力回廊を建設する方針が示されている。すなわち，①中国・モンゴル・ロシア，②
中国・中央アジア・西アジア，③中国・インドシナ半島，④新ニューラシア・ランドブリッジ，⑤
中国・パキスタン，⑥バングラデシュ・インド・ミャンマー・中国の ₆ つの経済回廊である。
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　そして「一帯一路」構想のうち「一帯」は，鉄道による沿線諸国をつなぐ東，中，西の ₃ つの経
済回廊を指す。すなわち，東ルートは内モンゴルの満州里からシベリアの鉄道によるシベリア・ラ
ンドブリッジである。中ルートは内モンゴルのエレンホトからモンゴルを経てシベリア鉄道に入る。
そして西ルートは新疆の安拉山口（アラシャンコウ）駅からカザクスタン，トルクメニスタン，イ
ラン，トルコなどを経由して欧州各国に至るルートであり，合わせて ₃ つの鉄道回廊である。また，
この ₃ つの経済回廊への貨物積出の中枢都市は，東北・華北は瀋陽，華中は鄭州，西安，蘭州，長
江筋は重慶，成都，武漢，義烏などである。なかでも瀋陽，鄭州，西安，蘭州，重慶，成都，武漢
の ₆ 都市は₂₀₁₇年 ₄ 月に新たに自由貿易区に指定され，欧州と沿線諸国への対外開放の新拠点にな
ろうとしている。その意味で，この ₃ つの鉄道回廊の建設により中国南北・西部の中枢都市とユー
ラシア大陸の間の経済動脈が張り巡らされることになり，「一帯一路」構想のなかで重要な役割を
果たしている。
　₂₀₁₁年に中国鉄路総公司が中国と欧州及び「一帯一路」周辺国・地域の間を行き来するコンテナ
国際鉄道連絡輸送列車（CHINA RAILWAY Express，中国語では「中欧班列」）を開通し運営し
始めた。その営業距離は東西約 ₁ 万₃₀₀₀キロに及び，₅₀の国や地域を通過している。スピーディと
安価を売りにしているため，多くの運輸業者が利用するようになっている。そして，「一帯一路」
構想の推進が深化するにつれ，この列車の運行便数は爆発的に増加し，「一帯一路」沿線国の重要
な物流ルートとなっている。
　商務部の発表によると，₂₀₁₇年₁₀月現在，中国の₁₆都市からロシア，ドイツ，スペインなど₁₁カ
国₂₉都市まで到達する中国－欧州直通列車の累計運行数は₄₀₀₀運行されているが，₂₀₂₀年までの計
画目標では，年間₅₀₀₀列車運行することが目指されている。なお，中国―欧州直通列車の貨物は，
これまでに雑貨や電子部品が中心だったが，紡績品，自動車部品，機械設備，家具などに拡大し，
欧州からの帰り荷もワイン，牛乳，自動車などに広がってきている（₈）。
　表 ₂ に示されるように，現在中国－欧州国際連合運営の貨物輸送鉄道列車は，すでに₂₃路線が開
通しており，中国起点都市は₁₆都市，到達外国都市は₁₂都市で運行ルートは₅₁本である。そして，
「一帯一路」構想を推進するため，中国―欧州直通列車計画（₂₀₁₆～₂₀₂₀年）には，₂₀₂₀年までに
さらに西のルートを中心に新規₂₂路線を建設することが計画されており，その建設・整備を急いで
いる（₉）。
? ?? ?????????
　「一帯一路」構想は，①対外経済関係の強化，②国内の地域振興の ₂ つの分野における牽引役と
位置付けられた。そして「一帯一路」沿線諸国との経済協力関係を促進するために，海外における
産業協力パック（経済貿易協力区の総称）の開設，国内における自由貿易区の設置が重要な取り組
みとなっている。うち海外における産業協力パックについては，商務部の発表によると，₂₀₁₇年₁₀
月現在，「一帯一路」沿線国では₂₄カ国₇₅所で開設されており，₃₄₁₂社が入居し，ホスト国への納
税額は累計₂₂.₁億ドルで，₂₀₉万人の雇用を創出している（₁₀）。設置数などが増加傾向にあり，すで
に大きな成果が出ている。
　一方，国内における自由貿易区の設置については，図 ₃ に示されているように，「一帯一路」構
想の進展に伴い増加している。₂₀₁₃年にスタートした上海，₂₀₁₅年の天津，福建，広東省に加え，
₂₀₁₇年 ₄ 月に新たに遼寧，河南，浙江，湖北，重慶，四川，陝西の ₇ つの自由貿易試験区が発足し，
これで沿海部と内陸地域併せて₁₁の高度な対外開放区が設置，試行されることになった。
　表 ₃ に示されたように，各地の自由貿易試験区はそれぞれ中国の対外政策の戦略的位置付けを
担っている。「沿海部の既設 ₄ 自由貿易区では，上海及び天津は全国の改革開放のモデル区，福建
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は台湾との合作並びに海上シルクロードの基地，そして広東は広東 ‐ 香港 ‐ マカオ一体化のモデ
ル地区並びに海上シルクロードのハブとされている。新設 ₇ 自由貿易区は，それぞれの地域的特性
に応じた対外開放基地建設を目指している。内陸部は総じて中国西部地域から中央アジアを経由し
てヨーロッパにつながる「シルクロード経済ベルト」関連の対外開放基地を目指している。そのう
ち，湖北，重慶，四川は上海から長江を流れ下って米・日・東南アジアにも開かれている。
? ?????????????????????
　「一帯一路」構想は正式に公表されてから ₄ 年を経たとは言え，実際に実施する段階に移された
のは₂₀₁₅年からであり，構想の実現に向けてはまだ発足期にあたると考えられる。また，「一帯一路」
構想は中長期のプロジェクトであるため，現時点ではその効果を評価するには時期尚早である。こ
こでは「一帯一路」構想の重要な構成部分である沿線諸国との経済関係に焦点に当てて，マクロ経
済統計データを用いて，貿易と直接投資の側面から「一帯一路」初期段階の進捗状況を確認したい。
? ???????????????
　 中国始発（到着）都市 国境税関 国外始発（到着）都市 備考
₁ 重慶 安拉山口 デュイスブルク（ドイツ） 往復
₂ 重慶 満州里 チェルケスク（ロシア） 往路
₃ 鄭州 安拉山口 ハンブルク（ドイツ） 往復
₄ 鄭州 エレンホト ハンブルク（ドイツ） 往復
₅ 成都 安拉山口 ウッチ（ポーランド） 往復
₆ 武漢 安拉山口 パルドゥビツェ（チェコ） 往復
₇ 武漢 安拉山口 ハンブルク（ドイツ） 往復
₈ 武漢 満州里 トムスク（ロシア） 復路
₉ 蘇州 満州里 ワルシャワ（ポーランド） 往路
₁₀ 蘇州 満州里 ブレスト（ロシア） 復路
₁₁ 義烏 安拉山口 マドリード（スペイン） 往復
₁₂ 瀋陽 満州里 ハンブルク（ドイツ） 往復
₁₃ 長沙 満州里 ハンブルク（ドイツ） 往路
₁₄ 蘭州 安拉山口 ハンブルク（ドイツ） 往復
₁₅ 北京・天津 エレンホト ウランバートル（モンゴル） 往復
₁₆ 連雲港 安拉山口 アルマトイ（カザフスタン） 往復
₁₇ 営口 満州里 ザバイカル（ロシア） 往復
₁₈ 青島 安拉山口 アルマトイ（カザフスタン） 往路
₁₉ ウルムチ 安拉山口 アルマトイ（カザフスタン） 往路
₂₀ 西安 安拉山口 アルマトイ（カザフスタン） 往復
₂₁ 合肥 安拉山口 アルマトイ（カザフスタン） 往路
₂₂ 済南 安拉山口 アルマトイ（カザフスタン） 往路
₂₃ 東莞 安拉山口 アルマトイ（カザフスタン） 往路
資料：₂₁世紀中国総研編『中国情報ハンドブック₂₀₁₇年版』及び関連資料より作成。
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　商務部『₂₀₁₆年度対外投資公報告』（₁₁）によると，中国の対外直投資は₂₀₀₃年から₁₄年連続して増
加し，量的拡大を続けている。₂₀₁₆年には₁₉,₆₁₅億ドルに達し，₂₀₁₅年に続き ₂ 年連続世界第 ₂ 位
の投資国となった。そのうち，「一帯一路」沿線国向けの直接投資も₂₀₁₅年₁₄₈.₂億ドルから₁₅₃.₄億
ドルまで増加し，中国の対外直接投資額の₇.₈％を占めている。
　図 ₁ は₂₀₁₁年から₂₀₁₆年まで中国から「一帯一路」沿線国への対外直接投資の動向を時系列に整
理したものである。そこから「一帯一路」構想の進展に伴い，沿線国向けの対外直接投資は概ね拡
大基調で推移していることがわかる。また，投資先については，香港を除いて，シンガポール，ベ
トナム，タイが中国の対外直接投資全体のトップ₂₀に入っており，「一帯一路」沿線国のうち
ASEANが主要な投資先であると言える。他の地域の沿線国向けの投資は，増加ベースもおおむね
低調である。ミクロレベルではエネルギーや交通分野に関連する大型プロジェクトがいくつも始動
したものの，マクロ統計からは大きな変化は観察されない。今後，「一帯一路」建設の深化に伴い，
インフラの整備および沿線国における産業協力パークの整備により投資環境が改善されれば，
ASEAN以外の沿線地域・国への直接投資も大幅に増加するであろうと予想される。
? ??????????
名称 設立年月 戦略的位置付け
中国（上海）自由貿易区 ₂₀₁₃年 ₉ 月
中国の開放を拡大し，改革を深化し，新たな思考，新た
な道筋を探り，全国に奉仕する
中国（天津）自由貿易区 ₂₀₁₅年 ₃ 月
北京・天津・華北同時発展の高水準対外開放のプラット
フォーム，全国改革開放先行区，制度イノベーションの
試験区
中国（福建）自由貿易区 ₂₀₁₅年 ₄ 月
台湾との両岸経済合作のモデル区，₂₁世紀海上シルク
ロード核心区，沿線国家・地域開放との合作新高地
中国（広東）自由貿易区 ₂₀₁₅年 ₅ 月
広東・香港・マカオ合作のモデル区，₂₁世紀海上シルク
ロードの重要ハブ，全国改革の先行地
中国（遼寧）自由貿易区 ₂₀₁₇年 ₄ 月
東北旧工業基地の競争力と対外開放水準を向上する新エ
ンジン
中国（河南）自由貿易区 ₂₀₁₇年 ₄ 月
「一帯一路」建設に奉仕する総合交通ハブ，国際的複合
輸送物流チャネルの整備，内陸における対外開放の新拠
点
中国（浙江）自由貿易区 ₂₀₁₇年 ₄ 月
東部地域の海上門戸開放モデル区，大口の国際商品貿易
自由化先導区，国際的影響力のある資源配置区
中国（湖北）自由貿易区 ₂₀₁₇年 ₄ 月
産業移転モデル区，新興産業・ハイテク産業集積地，全
面的開放の試験区
中国（重慶）自由貿易区 ₂₀₁₇年 ₄ 月
「一帯一路」と長江ベルトを相互に結ぶ重要ハブ，西部
大開発の重要拠点
中国（四川）自由貿易区 ₂₀₁₇年 ₄ 月
内陸開放型経済の新高地，国際開放通路ターミナル区，
内陸・辺境・沿江地域の協同開放モデル区
中国（陝西）自由貿易区 ₂₀₁₇年 ₄ 月
全面改革開放の試験区，内陸型改革開放の新高地，「一
帯一路」経済合作と人文交流の重要支点
（資料）₂₁世紀中国総研編『中国情報ハンドブック₂₀₁₇年版』及び関連資料より作成。
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　図 ₂ はこのほど出版された国家情報センター作成の『一帯一路貿易合作ビッグデータ報告
₂₀₁₇』（₁₂）のデータを基に，₂₀₁₁年から₂₀₁₆年までの中国と「一帯一路」沿線諸国との貿易の動向を
時系列に整理したものである。中国と「一帯一路」沿線諸国との貿易は概ね拡大基調で推移してい
ることが読み取れる。
　国家情報センターによると，₂₀₁₆年に，中国と「一帯一路」沿線諸国との貿易総額は₉₅₃₉.₉億ド
ルで，₂₀₁₅年より₄.₉％減少したが，中国の貿易総額に占める割合は₂₅.₇％で，₂₀₁₅年の₂₅.₄％より
₀.₃％が上昇した。また，輸出入別をみると，「一帯一路」沿線諸国の割合は輸出が₂₇.₈％で，対前
単位：億ドル  　　　　　　
資料：中国商務部『₂₀₁₆年度中国対外直接投資統計公報』データより作成。
? ??????????????????????
単位：億ドル  　　　　　　
資料：国家情報センター［₂₀₁₇］のデータより作成。
? ??????????????????????
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年比₀.₉％増加，輸入が₂₃％で，対前年比₀.₉％減少となった。
　中国経済の減速（新常態）及び欧米日諸国の需要伸び悩みにより，近年，中国の貿易全体が減少
傾向にある。このような状況のなかで，「一帯一路」沿線諸国との貿易（とくに輸出）の割合が上
昇していることは，中国と沿線国との貿易関係が益々緊密化にしており，中国にとっては「一帯一
路」沿線諸国が重要な輸出市場であることを示している。
　一方，貿易相手国側からの対中貿易をみると，「一帯一路」沿線国との貿易パートナーとしての
中国の地位も高まっている。₂₀₁₆年現在，中国は沿線主要国の ₁ 番目の輸入先で，そのうちベトナ
ムの輸入の₃₄％を占めている。中国はシンガポールの ₁ 番目の輸出先で，インド，マレーシア，ベ
トナム，タイ，ロシア，サウジアラビアの ₂ 番目の輸出先である。
　「一帯一路」沿線国にとって中国は主要な輸入・輸出市場となっている。一帯一路沿線国の貿易
発展状況を総括すると，「一帯一路」構想の推進において，全体的効果はまだ顕著でないが，国別
では徐々に効果が表れていると言える。
???????????????
　これまで見てきたように，習近平政権の主導のもとに提唱された一帯一路構想は ₄ 年の歳月を経
た現在，すでに制度を整備する段階から実行段階へと向かっており，その枠組みも無から有，点か
ら面に移り変わってきた。シルクロード基金やアジアインフラ投資銀行（AIIB）などの設立，鉄
道網をはじめとするインフラの整備，そして国内外における自由貿易区や`沿線国における産業パー
クの設置など，多くの具体的プロジェクトも中国の主導で着実に進められ，その効果も現出し始め
ている。「一帯一路」構想の重要な構成部分である沿線諸国との経済関係については，中国と沿線
国との貿易・投資活動も活発化になり，一定の効果を挙げていることは，データからも裏づけられ
た。今後，「一帯一路」建設の推進により，インフラや貿易・投資を通じて，ユーラシア大陸の東
西を「海と陸のシルクロード」で結合する広大な経済を築くことが期待されており，貿易・投資，
金融，エネルギーや環境保護といった分野に多くのビジネスチャンスが秘められていると思われる。
そして，これまで中国主導の「一帯一路」構想に対して警戒してきた日米政府も，ここにきて相次
いで協力することを表明した。そして日本政府は先日の₁₁月₂₈日に，「一帯一路」構想に対する経
済協力の具体策を表明し，沿線国の経済開発に対する支援に乗り出した（₁₃）。
　しかし，「一帯一路」構想の実現に向けて，まだ乗り越えなければならない課題が多く残っている。
具体的には，①域内外の大国の支持を得ることが困難である。中国は，米国，EU，そして日本と
の間で，「一帯一路」における資源を巡って，利益の衝突が予想される。その上，ロシアやインドは，
それぞれ，中国の中央アジアや南アジアへの進出を警戒している。②対象国は，発展段階や，宗教，
文化などの面で大きく異なっており，経済統合の求心力が弱い。各国が実施している高関税も，国
境を越える貿易の妨げとなっている。③中国は，一部の対象国との間で領土や領海の問題を抱えて
いる。特に南シナ海と，中印の国境地域において，緊張が続いている。そして④「一帯一路」沿線
地域には中央アジアや西アジアなど治安，政情が不安定なところが多く，プロジェクトの建設や進
出企業の経済活動にとってリスクが高い。その意味で「一帯一路」構想の行方は極めて流動的で，
その進展状況と行方を注視していく必要がある。
　なお，本稿は主に中国政府が公表した文章やマクロ統計データを用いて，「一帯一路」建設にお
ける政府の主な施策およびその効果を検証したが，より全面的に「一帯一路」建設の実態や問題点
を把握し，その効果を客観的に評価するため，現地調査などを通じてミクロデータを収集して実証
分析を行う必要がある。これを今後の課題にしたい。
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⑴　人民網・中国共産新聞網「从“????”大数据找??展的“??匙”」
　　http://theory.people.com.cn/n₁/₂₀₁₇/₀₅₁₇/c₁₄₈₉₈₀-₂₉₂₈₀₂₂₁.html（₂₀₁₇年₁₁月₂₀日確認）。
⑵　翟崑・周強「一帯一路的縁起与発展」『₂₀₁₅中国経済年鑑一帯一路巻』 ₃ － ₆ 頁。
⑶　たとえば，国際道路連盟が ₁₉₉₈ 年に現代のユーラシア大陸の経済・貿易活動 のニーズに応えられる
ようにするため，「シルクロードの復興」を提案した，それを受けて，₂₀₀₀ 年以来，毎年の中国と国連
開発計画（UNDP）が国際シンポジウム『新シルクロード地域経済協力』を共催している。
⑷　翟崑・周強「一帯一路的縁起与発展」『₂₀₁₅中国経済年鑑一帯一路巻』 ₅ 頁。
⑸　国家発展与改革委員会［₂₀₁₅］「推動共建絲綢之路経済帯和₂₁世紀海上絲綢之路的願景与行動」http://
www.ndrc.gov.cn/gzdt/₂₀₁₅₀₃/t₂₀₁₅₀₃₂₈_₆₆₉₀₉₁.html 　（₂₀₁₇年₁₁月₂₀日確認）。
⑹　佐野淳也「一帯一路の進展で変わる中国と沿線諸国との経済関係」日本総合研究所『JRIレビュー』
₂₀₁₇ Vol₄.No₄₃．
⑺　 日本経済新聞₂₀₁₇年 ₆ 月₂₉日　電子版
　　https://www.nikkei.com/article/DGXLASGM₂₉H₈T_Z₂₀C₁₇A₆FF₁₀₀₀/（₂₀₁₇年₁₁月₂₀日確認）。
⑻　商?部「一?一路合作扎?推?」http://www.mofcom.gov.cn/article/ae/ai/₂₀₁₇₁₀/₂₀₁₇₁₀₀₂₆₅₄₆₂₆.
shtml （₂₀₁₇年₁₁月₂₅日確認）
⑼　国家発展与改革委員会［₂₀₁₆］「『中欧班列建設発展規劃』（₂₀₁₆年～₂₀₂₀年）」http://www.ndrc.gov.
cn/zcfb/zcfbghwb/₂₀₁₆₁₀/P₀₂₀₁₆₁₀₁₇₅₄₇₃₄₅₆₅₆₁₈₂.pdf　（₂₀₁₇年₁₁月₂₀日確認）。
⑽　商?部「一?一路合作扎?推?」http://www.mofcom.gov.cn/article/ae/ai/₂₀₁₇₁₀/₂₀₁₇₁₀₀₂₆₅₄₆₂₆.
shtml （₂₀₁₇年₁₁月₂₅日確認）。
⑾　中華人民共和国商務部［₂₀₁₇］『₂₀₁₆年度中国対外直接投資統計公報』，中国統計出版社，₂₀₁₇年 ₉ 月。
⑿　国家情報センター編『一帯一路貿易合作ビッグデータ報告₂₀₁₇』（国家信息中心編『一帯一路貿易合作
大数据報告₂₀₁₇』，商務印書館，₂₀₁₇年₁₀月。
⒀　読売新聞　₂₀₁₇年₁₁月₂₈日。
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